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研究成果の概要（和文）：サイトメガロウイルス前眼部感染症は高眼圧、すなわち続発緑内障を伴う繰り返す炎
症発作や角膜内皮細胞密度の減少、角膜浮腫を特徴とする。続発緑内障は難治性となることが多く、眼圧下降の
ための緑内障手術を要することも多い。本研究の結果、サイトメガロウイルス前眼部感染症において、緑内障手
術による侵襲がサイトメガロウイルスの活性化の誘発や前房内環境の変化を介して、角膜内皮細胞密度現象に影
響している可能性などが考えられた。

研究成果の概要（英文）：Cytomegalovirus anterior segment infection is characterized by recurrent 
inflammatory attacks accompanied by elevated intraocular pressure, also known as secondary glaucoma,
 decreased corneal endothelial cell density, and corneal edema. Secondary glaucoma often proves to 
be refractory, frequently necessitating glaucoma surgery to reduce intraocular pressure. The results
 of this study suggest that in cases of cytomegalovirus anterior segment infection, the invasiveness
 of glaucoma surgery may influence the decrease in corneal endothelial cell density through the 
induction of cytomegalovirus activation and alterations in the anterior chamber environment.

研究分野： 眼科学、前眼部疾患
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サイトメガロウイルス前眼部感染症は疾患概念の確立からまだ比較的歴史が浅く、その病態については未知な部
分が多い。その一方、前房水PCRの普及により、確定診断例は急増しているという背景がある。疫学的に中高年
男性に多いという特徴があり、性差や加齢がその病態に関連している可能性があり、そういったアプローチによ
る今後の病態解明が期待される。また、本研究で示唆された、緑内障手術がその病態に与える影響についても、
今後分子生物学的、免疫学的なアプローチによる解明により、より適切な術式選択や術後管理といった臨床的な
課題の解決に資する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
サイトメガロウイルス(CMV)前眼部感染症は、ぶどう膜炎や角膜内皮炎を来し、不可逆的な角膜
浮腫や続発性緑内障による視神経萎縮により視機能喪失に至りうる疾患である。日和見感染症
として免疫抑制状態の患者に発症する CMV 網膜炎と異なり、健常者に発症することが特徴であ
り、その病態には不明な点が多い。これまでの国内外の報告や当院での経験で、CMV 前眼部感
染症は中高年の男性に好発するとされており、男性の割合は女性と比べて 2-4.1 倍多い。このこ
とから、我々は CMV 前眼部感染症の病態には性ホルモンなどに由来する性差や加齢性変化が関
与しているという仮説を立てた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、in vitro での角膜内皮細胞や線維柱帯細胞への CMV 感染実験で、性ホルモンや加
齢性変化、それに伴う酸化ストレスなどが、角膜内皮細胞の細胞死や線維柱帯細胞の線維性変化
に与える影響を検討し、その仮説を検証する。また、患者の前房水や血液サンプルを蓄積し、こ
れらの検証を行う。 
 
３．研究の方法 
In vitro の実験系の確立に至らず、患者の前房水、血液サンプルを収集しつつ、後ろ向き観察
研究による CMV 前眼部感染症に合併した続発緑内障症例の緑内障手術の解析を行い、将来的な
基礎研究の仮説の具体化を目標とした。 
 
緑内障濾過手術である線維柱帯切除術は眼圧下降効果の高い緑内障手術であるが、長期の眼圧
維持効果に課題がある。東北大学病院にて初回の線維柱帯切除術を施行し、1年以上のフォロー
を行ったサイトメガロウイルス前眼部感染症 15 例 16 眼と原発開放隅角緑内障 157 例 157 眼を
対象に手術成績を解析した。 
 
 
４．研究成果 
臨床サンプルの収集については、CMV 前眼部感染症患者の前房水サンプルを 8例、比較対象とな
る他のウイルス性虹彩炎の前房水サンプルとして、単純疱疹ウイルス虹彩炎 2例、水痘帯状疱疹
ウイルス虹彩炎 7例、また網羅的感染症 PCR 陰性症例を 32 例収集した。 
 
後ろ向き観察研究については、サイトメガロウイス前眼部感染症群(CMV-SG)の眼圧は術前 30.5 
± 9.2 mmHg から術後 12 ヶ月において 12.4 ± 5.0 mmHg と有意に低下した(P ＜ 0.001)。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
サイトメガロウイルス前眼部感染症群(CMV-SG)と原発開放隅角緑内障群(POAG)の濾過胞生存率
は、術後 1年後にそれぞれ 68.2％と 73.2％，術後 3年後に 51.1％と 59.8％であり、両群間に有
意差はなかった (P = 0.75)。 
 

 

 
しかしながら、術後合併症として、サイトメガロウイルス前眼部感染症群では 16 眼中 2眼に水
疱性角膜症を認め，原発開放隅角緑内障群に比べ有意に高かった (P ＜ 0.01)。サイトメガロ
ウイルス前眼部感染症群では，平均 2.7±2.0 年のフォローアップ期間中に角膜内皮細胞密度が
34.2 ± 22.7％減少した。サイトメガロウイルス前眼部感染症において術後の角膜内皮細胞密
度の減少が大きかった原因としては、手術がサイトメガロウイルスの活性化を誘発する可能性
や、手術侵襲が与える前房内環境の変化が影響している可能性などが考えられた。 
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